







その他のタイトル <Special Issues ： What is the Problem of
School Administration Research ?> <1.The
Scientific Character of School Administration


























































































その一つは， 1病理学的アプローチ (physiological approach) Jであり，他の一つは













































































(朴， 1984) /19 
i没 Ilj当 i;5' il!J類型 fキト型 r~liJ Iと
「グ 1)フィスj 「ハー ンjの
よる活動系列 α〉ノマラ夕、イム ノfラダイム
1. 認識論的 教育経常事象 (1) 認識枠組の 祝日E 現在の珂!論におけ
解明の段階 の認識活動 )f:;Ji文とそれlζ る問題点の索I:U
( epistemic もとつく対象 2. 研究者の価値志向







(2) 教育経営事 3 概念、の異像
象の概念系化 イヒ
母 ・・・ a ・・・ー.晶" ~ - --・
2. 認識結果 理論形成の操 (3) 基本的命題 4. 概念の統合 5 仮説の設定
構造化の段 作的活動 の設定 イヒ 6. 仮説の検証
1皆 ( manipula-
tive aetivi ty) 









































能Jがある。たとえば「ゲッツエル(Getzel， ]. W )が，その認識枠組によって経営行為を









( poimt of view ) J第2にそのような視点にたってある一連の事象を構造的に考察する基台
36 
としての「枠組(F ramework ) Jそして第 3IC対象である事象をより統合的に担握するにお
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